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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年9月5日(2019.9.5)

【公開番号】特開2017-57199(P2017-57199A)
【公開日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【年通号数】公開・登録公報2017-012
【出願番号】特願2016-178997(P2016-178997)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/436    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/436    　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月23日(2019.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラパマイシンまたはその塩を有効成分として含有する角膜真菌症の予防または治療剤。
【請求項２】
　ポリエチレングリコールを含有する、請求項１に記載の予防または治療剤。
【請求項３】
　ポリエチレングリコールの濃度が８０～９９％（ｗ／ｗ）である、請求項２に記載の予
防または治療剤。
【請求項４】
　ポリエチレングリコールの濃度が９０～９８％（ｗ／ｗ）である、請求項２に記載の予
防または治療剤。
【請求項５】
　ポリエチレングリコールがポリエチレングリコール４００である、請求項２に記載の予
防または治療剤。
【請求項６】
　エタノールを含有する、請求項２に記載の予防または治療剤。
【請求項７】
　投与形態が結膜下投与である、請求項１に記載の予防または治療剤。
【請求項８】
　投与剤型が注射剤である、請求項７に記載の予防または治療剤。
【請求項９】
　投与形態が結膜下投与であり；
　投与剤型が注射剤であり；
　ラパマイシンまたはその塩の濃度が１～５％（ｗ／ｗ）であり；
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　エタノールおよびポリエチレングリコール４００を含有し、ポリエチレングリコール４
００の濃度が９０～９８％（ｗ／ｗ）である、請求項１に記載の予防または治療剤。
【請求項１０】
　ラパマイシンまたはその塩の濃度が２～４％（ｗ／ｗ）であり；
　エタノールの濃度が４％（ｗ／ｗ）であり；
　ポリエチレングリコール４００の濃度が９２～９４％（ｗ／ｗ）である、請求項９に記
載の予防または治療剤。
【請求項１１】
　少なくとも５日以上の間隔で投与されるように用いられることを特徴とする、請求項１
に記載の予防または治療剤。
【請求項１２】
　角膜真菌症の起因菌が、Ｃａｎｄｉｄａ属、Ｆｕｓａｒｉｕｍ属、Ｓａｃｃｈａｒｏｍ
ｙｃｅｓ属、Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ属およびＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ属からなる群より
選択される少なくとも１種である、請求項１に記載の予防または治療剤。
【請求項１３】
　Ｃａｎｄｉｄａ属がＣ．ａｌｂｉｃａｎｓである、請求項１２に記載の予防または治療
剤。
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